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２０２４年夏の対市交渉 

 老朽施設、危険個所対応を、空調の早期改善を 
 抜本的働き方改革・業務見直し、欠員対策を 
枚方教組は７月１２日（金）に夏の対市交渉を行い、市教委への要求書を提出するとともに、職場の実態や切

実な声を届けて、市教委に対応を求めました。 

総合教育部   

老朽施設・設備の対応を、放置くぎなど危険個所への対応、 

校区希望変更制の見直し、給食負担軽減、空調の改善を 
 前半の総合教育部での交渉では、分会から、グランドの放置くぎの業者による撤去、空調の早期改善、複

合機の増設、内部系 PC の授業用タブレット・自宅仕事との連携の要望、樟葉北小への校区の希望変更制で校

内体制組むのが難しくなっていることへの要望が出されました。 

分会からの発言 
□ 空調が聞きにくい、古くて危機が悪い、早期に改善してほしい 

□ 複合機に印刷集中して、仕事に支障。職員室に増設を 

□ 校区の希望変更制で、決定が遅く校内体制、教員配置の対応がぎりぎりで困っている。 

□ 自宅仕事と内部系PC連携できるように、非常勤に内部系PC配当してほしい 

□ 雨で運動場の土が流れる、整地の対応を。他府県で放置くぎのケガ、枚方でも対応を  

市教委回答 「空調は令和７年から更新予定」 「複合機増設は全体の実態把握して検討」 
 ■ 空調は令和７年から１８００室更新予定。７００室は台風被害で更新済み。 

   更新後の空調の保守点検は、フィルター清掃はあるが、内部清掃は含まれていない。 

   未設置教室については、学校の要望を受けて計画に入れているところ 

 ■ 複合機については、全体の実態を把握して、検討したい 

 ■ 校区希望変更制、試行的なもので実際の困りごとなど相談いただきたい。 

 ■ 直営によるグランド改修を進めている。具体的な課題あれば相談いただきたい。 

 菅書記長から、放置くぎは何かあってからでは遅い、学校での点検では発見困難、業者による対応をしてほ

しい。空調内部清掃も、カビ問題などもある点から計画・契約に入れて今からでも対応を。施設整備計画この

間国の指針も改訂、枚方も令和２年の計画、ぜひ計画見直しを、と求めました。 

学校教育部 

多忙過密な働き方の見直しを、評価基準・通知表所見の見直し、 

漢字作文コンクール、合同音楽会の見直しを、部活動負担の抜本的軽減を 
後半の学校教育部の交渉では、分会から深刻な欠員問題、講師の待遇改善、過密多忙化問題、業務の抜本的

な削減見直しなど、職場の切実な実態をあげて、対応を求めました。 

分会からの発言 
□ 加配、専科の先生がある学校では、５・６年の担任は２０時間、他の学年も２４時間になっている例もある、

全市的に加配や専科の配置を広げてほしい。 

□ 講師の先生、採用試験は有休。閉庁日にも出勤ないと、有休なくなる。講師確保・講師の働きやすいよう

に対応を。 

□ チャレンジテストと枚方の評価基準が乖離してしまい、本来のテストや評価の在り方をゆがめている。

評価基準の検討、チャレンジテストからの徹底をすべき。 

□ 持ち時間が多く、授業準備が学校で出来ない。５時退勤時間までに終わる業務量にしてほしい。通知表

の所見を年度末だけ、２学期に始業式を９月に戻すなど検討してほしい。 

□ 漢字作文コンクール、合同音楽会３・４年スポーツテストなどやらなければならないものなのか、見直し・

負担軽減検討してほしい。 

□ 中学校でもぜひダブルカウントを。ある学校で全学年４２・４３人クラスになるのを校内操作で１学年を

クラス増にしたが教師に負担。支援学級の生徒、新しい教育の取り組みからもぜひ検討を。 

□ 部活動 休日活動、練習計画作成、試合登録、賞状印刷も顧問負担、責任も負担も大きすぎる。負担の軽

減、指導員で対応できるようにしてほしい。 

□ 養護教諭の講師の先生が体調不良で４月に退職、学年と他校の養護教諭の応援で対応。大規模のさだ

中でも複数が単数配置になり困難になっていると聞く。少数職種の先生に配慮や対応を。 

市教委回答 「承認研修は校長が認めるもの」 「始業日、音楽会など様々な意見を勘案」 
■ ダブルカウントやっているのは枚方だけ、さらに中学校への拡大は難しい。欠員については全力で取り

組んでいる。 

■ 承認研修は校長が認めるもの、適切に対応してもらっている。 

■ 活性化事業の校内研究は、各学からの申請もとに実施。報告書なども軽減はかっている。欠員の学校へ

の対応は個別に適切に対応していく。 

■ 年度初め・学期の始業日は、子どもの状況、様々な状況を勘案している。音楽会は様々な意見を勘案し

ている。 

■ （通知表所見は学校長判断にはなるが）、校長会からの動きで始まり､現在も検討しており一部学校で試

行している状況。 

■ 養護教諭の欠員について現場からも声をもらっている、学校支援課としてもできるだけサポート。調整

付けば学校に出向いて話を聞かせてもらっている。 

 菅書記長からは、「文科省も働き方改革で『出来ることはすぐやる』ことを強調、所見など進めてほしい。」「中 

学校ダブルカウント難しいというが、子どもにも必要なことぜひ検討を」「音楽会、漢字作文コンクール、国の 

言う３分類のどこに当てはまるのか？」「市教委全体としての働き方改革の方針、計画がないのではないか。 

これでは進まないのではないか」と市教委にさらに要求組示しました。 

 有馬委員長は最後に「市費講師の欠員９名は衝撃的な出来事。このままいけばさらに負担増、学校去る人増 

える懸念も。働き方改革で大きく変わる時間もちにくい、行政とも一緒に考えられるところは取り組んでいき 

たい」と締めくくりました。 

 新保・学校教育部長から「現場の声を聴かせていただいた。日々努力されていることを実感した。いただい 

た意見を持ち帰り、できることについては取り組んでいきたい」とあいさつがありました。 
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教育委員会 働き方改革方針・推進計画は？ 
「学校に課している業務削減の数値目標を明確にした対応を」 
文科省は令和３１年「学校における働き方改革に関する取組の徹底について」（文部事務次官通知）で、「教育

委員会として域内の学校における働き方改革に係る方針・計画等を示し，自ら学校現場に課している業務負担

を見直すこと。」を強調して、以下の点について、教育委員会に取り組みを求めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月に公表された教員確保の特別部会審議まとめでも、教育委員会に担当課横断的な対応を強調していま

す。しかし、枚方では教育委員会から働き方改革の全体的な方針や計画もいまだに現場にしめされてはいま

せん。業務量の削減目標など検討されているかも見えないままです。 

 上記の通知から６年になります。働き方改革の根幹である委員会としての業務削減方針こそ求められます。 

   

  

  7月 24日(水) １８：００  
場所 リザ・ダイニング 

    枚方市岡本町４－２５ 枚方市駅北口すぐ 

       コース料理＋フリードリンク 

  参加費 ２０００円（大教済加入者） 
加入者以外５５００円 

       先着２５名 申し込みは 右下のQRコードから 

       まだ何人か申し込み可能です。お早めに申し込みを 

大教済から、１学期頑張った先生たちに贈るキャンペーン。 

１学期大変な中でやっとゆっくりできる時間。みんなでしゃべ

って、食べて、楽しみましょう。 

  
 

立ち止まって考える 

「どうしてほどほどにできないんだ」 

便利さと危険の間で悲鳴が聞こえる 
天声人語（２０２４．６．２２．）より 

朝日新聞の天声人語は冒頭で、近未来を描いた水沢悦子さんの『ヤコとポコ』の漫画を紹介 

その漫画では、「人間とロボットが共存するその平和な世界に、スマホは存在しない。通信機器

は固定電話とファックスだけで、高速道路の最高速度は４０Km だ。子どもたちは輪投げや射的

で遊ぶ。」不思議な世界が展開されている。 

しかしそれが、「技術科発展の果てに悲劇が起き、革命を経て、突き進むことをやめた人々は

生活のペースを落と」したことを紹介。 

「いつか現実でも、こんな揺り戻しがあるのではないか。スマホが手放せない毎日に、そんな

不安がよぎった。高速通信に支えられ、ＡＩが急速に進歩していきつく先で、人間が幸せになれる

とは思えない。」と現実への懸念に。 

アンデシュ・ハンセン著『スマホ脳』で、iPhone の開発者が強い依存性について漏らした公開の言葉「ひや汗

をびっしょりかいて目を覚ますんだ。僕たちはいったい何をつくってしまったんだろうって」の言葉にも触れ、 

「またたくさんの死者が出る。どうしてほどほどにできないんだ」 

と、漫画に出てくる、超高性能ロボットの製造を知った学者のつぶやきをあげています。 

ＡＩ、ＩＣＴテクノロジー、効率的で短期的成果を最大限にあげるビジネス手法が学校にも広がり、個別の分野

での効果が強調されるのが当たり前になった学校。 

企業のマネジメントでも個別最適（部分最適）だけに偏れば全体最適を損なうことは大前提といわれます。 

ＡＩの急速な進化で、企業採用では履歴書をもとにＳＮＳの情報を駆使して、企業が求める（好ましい）とする

人物を即座に判別、説明会の申し込みさえ自動でシャッタアウトされる。 

企業採用以外の社会全体でも、優位に立つものの視点で集めたデータと、ＡＩなどのアルゴリズムで自動的

に人間が選別されるような、バーチャル・スラムともいわれる社会がすでに広がりつつあります。 

教育者として、AI,ICT テクノロジーの活用や光の部分ばかりに目を奪われることなく、深い関心と確かな

視点が求められるのではないでしょうか。 

冒頭の天声人語は最後にこの言葉で締めくくられています。 

「便利さと危険の間で悲鳴が聞こえる。」 

ウクライナ・ガザ、変えられていく平和憲法 

戦争と平和・激変する世界の中で学校・平和教育に何ができるのか 

戦争と平和、平和教育を考える交流会 
７月３０日（火）１８：００枚方教組組合事務所 

 

 

 

大教済

〇 教育委員会が課している業務の内容を精査した上で業務量の削減に関する数値目標（ＫＰＩ）を決める

など明確な業務改善目標を定め， 

〇 業務改善の取組を促進し，フォローアップすることで，業務改善のＰＤＣＡサイクルを構築すること。 

〇 その際，数値目標を形式的に達成することを目的化させないよう，・・・・どのような取組がどの程度の

削減につながるか丁寧に確認をしながら取組を進めること。 

令和３１年「学校における働き方改革に関する取組の徹底について」（文部事務次官通知）より 


